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第 28号を刊行するにあたって

　学　園　長　近　藤　博　彦　

巻頭のことば

　鯉淵学園農業栄養専門学校は，全国各地から入学する学生を対象に，わが国の農業を担う実践者や健

康的な食生活の推進者などを育成する教育機関である。また，農業および食生活に関する新しい技術や

手法を実用化するための調査・研究を行う試験研究機関でもある。

　鯉淵学園農業栄養専門学校を経営する㈶農民教育協会は「教育，科学の振興，社会福祉への貢献等の

公益性の高い事業を行う特定公益法人」の認可を受けており，調査・研究を行う試験研究機関としての

責務を果たす必要がある。

　この鯉淵学園教育研究報告は，学園関係者の調査・研究の成果と関連する解説・総説等を公表すると

ともに，学園教育研究事業の記録を残し学園活動を広報することを目的としている。とくに，調査・研

究の成果に関する論文については，審査を経た未発表論文を原則としており，わが国の農業の発展や食

生活の改善に貢献することをめざしている。この研究報告は，年１回刊行し，関係機関，大学・試験研

究機関および学生保護者などに広く配布している。

　近年，社会人の農と食に関する関心が高くなり，農業技術や農産加工技術の習得を目指す短期研修生

が増加している。有機農業や介護と食生活の関係に関心を持つ学生・研修生もいることから，こうした

取り組みで意義がある成果については「教育事業ノート」として収録した。

　学園の日常的な教育・研究活動の充実に努めるつもりであるが，この研究報告が外に開かれた情報発

信の核として，その役割を十分に果たせるように，関係者各位のご指導，ご助言をお願いしたい。


